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■議事録■ 

令和７年度第１回延岡市地域公共交通活性化協議会 

□日 時：令和７年５月 27日（火）１５：３０～１６：００ 

□場 所：延岡市中小企業振興センター４階 研修室３ 

□参加者：別添のとおり 

□議事の概要 

協議事項１：令和６年度決算及び令和７年度予算について 

協議事項２：乗合タクシー北方線の運行ルート延長に伴う地域公共交通計画変更認定申請について 

協議事項３：令和８年度フィーダー系統確保維持事業の認定申請について（地域公共交通計画認定申請） 

協議事項４：延岡市利便増進実施計画の変更について 

 

□結 果 

協議事項１～４について承認 

 

□協議録 

○協議事項１：令和６年度決算及び令和７年度予算について 

【事務局】 

・令和６年度決算：前期からの繰越金以外の主な収支として、地域公共交通利便増進事業に係る歳入・歳出

2,308,900円。 

 

【監査委員】 

・令和６年度延岡市地域公共交通活性化協議会決算について、全て適正に処理されていることを認める。 

・繰越の利息について、現在は無利息口座となっているため今後は増えない旨補足する。 

 

【事務局】 

・令和７年度予算：フィーダー系統確保維持事業（国庫補助金）に係る歳入・歳出 6,745,000円を計上。 

 

【委員Ａ】 

・歳入の利息63円は、予備費等に計上するのが正しいと思う。収支をそろえたほうがいいのではないか。 

 

【事務局】 

・そのように対応する。（※掲載している資料は修正後のものとなります） 

 

【会長】 

・協議事項１について、委員の意見を踏まえて調整することで承認いただけるか。 

 

＜異議なし＞ 

 

○協議事項２：乗合タクシー北方線の運行ルート延長に伴う地域公共交通計画変更認定申請について 
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【事務局】 

・北方乗合タクシーの延長に伴い、令和７年度フィーダー補助金関係申請書の一部を修正する。 

 

＜意見・質問なし＞ 

 

【会長】 

・協議事項２について承認いただけるか。 

 

＜異議なし＞ 

 

○協議事項３：令和８年度フィーダー系統確保維持事業の認定申請について（地域公共交通計画認定申請） 

【事務局】 

・令和８年度もフィーダー補助の申請を行うにあたり、地域公共交通計画の別紙を添えて申請する。 

 

【委員Ｃ】 

・直接の関係ではないが、県が神楽を世界遺産に認定しようとする動きがあり、例えば駅や図書館といった

交通の拠点に神話等の資料を置くなどのＰＲに取り組んでほしい。機運が盛り上がればインバウンドの誘

致にもつながると思う。 

 

【会長】 

・鉄道を含めた公共交通の利用促進に係る一つの提案として考えていきたい。 

・協議事項３について承認いただけるか。 

 

＜異議なし＞ 

 

○協議事項４：延岡市利便増進実施計画の変更について 

【事務局】 

・令和６年度に策定した延岡市地域公共交通利便増進実施計画の中で＜参考＞としていた「宮野浦線の再編」

に係る内容を利便増進事業とする改訂を行う。 

 

【委員Ｂ】 

・浦城港における高速船、フェリーとの接続は問題ないものとなっているか。 

 

【事務局】 

・宮野浦線は、これまでも高速船、フェリーとの接続を考慮したダイヤにしており、今回の再編においても

引き続き現状と同様に接続できるダイヤとする予定である。 

 

【委員Ａ】 

・再編に係る運行の概要について、大門を経由するみなし系統は平日８便ある一方で、土日祝日は１便のみ

となっている。便数は買い物需要に合っているか。 

 

【事務局】 

・今回の再編の目的として、大門エリアの商業施設を経由するほか、コープ、イオンを経由するという形で、

他の商業施設にもきちんと接続するということがポイントとなっている。 

・大門を経由するかどうかは、もともと通っていた稲葉崎経由（主系統）とのバランスをとる必要がある中

で、土日祝日については１便になるものの、コープ、イオンにも行けるので買い物の利便性は確保してい

る。 

・また、運転士確保の問題もあるため、宮崎交通様とも協議しながらダイヤを調整しており、ご理解いただ
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きたい。 

 

【会長】 

・協議事項４について承認いただけるか。 

 

＜異議なし＞ 

 

【会長】 

・本日の協議事項について、内容に軽微な修正等があった場合は事務局に一任する形で修正を調整させてい

ただきたい。 

 

延岡市地域公共交通活性化協議会 終了 


